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1. 常微分方程式の初期値問題

y′ = y, y(0) = 1 (1)

に対し, Euler法, Heun法, Runge-Kutta法で近似解を求めた. その結果を図 1に示す.

2. 強制振動を受ける調和振動子の運動方程式は次で表される（初期位置x(0) = 0,初速度 ẋ(0) = 0

とする）.

ẍ+ x = cosωt, x(0) = 0, ẋ(0) = 0. (2)

この運動方程式の初期値問題をRunge-Kutta法で觧いた. 結果を図 2に示す.
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図 1: 常微分方程式の初期値問題 (1)に対する Euler法, Heun法, Runge-Kutta法による数値解.
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図 2: 運動方程式の初期値問題 (2)に対する Runge-Kutta法による近似解.
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